
図-１ 原子炉冷却系統設備小口径配管他取替工事

【工事概要】

国外ＰＷＲプラントにおける応力腐食割れ事象を踏まえ、１次冷却材の流れのない配管（高温環境
で溶存酸素濃度が高い）の溶接部について、計画的に対策工事＊１を実施しており、今回は、余熱除
去系統１箇所および化学体積制御系統４箇所について耐食性に優れた材料に取り替えた。また、取替
え時の作業性を考慮し、対象箇所周辺の弁や配管の一部を取り替えた。

＊１ 応力集中の小さい溶接形状への変更と耐食性に優れた材料への変更
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図－３ 安全系計器用電源装置取替工事

【工事概要】

インバータ
半導体素子により、電圧・周波数が安定した交流電源を供給するための装置。

後備定電圧装置
インバータが故障した際のバックアップとして、交流電源を供給するための電圧を微調整する機能を持った変圧器。

安全系計器用電源装置の構成部品が製造中止となったことから、今後の保守性を考慮し、最新の電源
装置に取り替えた。
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図-７ 設計基準対策（その１） 
【工事概要】 

設計基準対応工事として、地震対策、津波対策、その他自然現象（竜巻対策、外部火災） 

火災防護対策、内部溢水対策等を実施した。 

 

例） 

地震対策：耐震補強工事、斜面崩落対策工事 

津波対策：放水口側防潮堤設置、取水路防潮ゲート設置、自然現象監視カメラ、潮位計設置 

                       ［下線の対策を下記工事概要図に示す］ 

 

 

 

 

  

＜① 取水路防潮ゲート設置＞ 

＜耐震補強工事＞ 

＜②放水口側防潮堤設置＞ 

工事概略図 

【地震対策（例）】 

【津波対策（例）】 

放水口防潮堤 

29.5～14.5ｍ 

地盤の液状化により地盤の強度が低下する可能性の

ある層を対象に、地盤中に薬液を注入し地盤改良（浸

透固化改良）を実施した。 
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津波高さ:T.P.+6.2m 

T.P.+6.7m 

T.P.+6.2m 

基準地震動：700 ガル 



 

図-７ 設計基準対策（その２） 
【工事概要】 

設計基準対応工事として、地震対策、津波対策、その他自然現象（竜巻対策、外部火災） 

火災防護対策、内部溢水対策等を実施した。 

 

例） 

その他自然災害：（竜巻対策）飛来物防護壁設置、防護ネット設置 

        （外部火災）防火帯設置 

火災防護対策：消火水バックアップタンク設置、ポンプ設置 

内部溢水対策：配管逆流防止対策工事、貯留堰堤設置 

                        ［下線の対策を下記工事概要図に示す］ 
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【その他自然災害（竜巻対策（例））】 

【火災防護対策（例）】 
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図－８ 重大事故対策（電源の確保：交流電源）

【工事概要】
①外部電源が喪失して非常用ディーゼル発電機が起動しない場合の代替電源として空冷式非常用発電装置

（２台）を設置するとともに、中央制御室から遠隔起動できるよう設備を改造した。
②空冷式非常用発電装置からの電源供給等が期待できない場合を想定し、電源車（３台、うち１台は３、４号機

共用の予備）を配備するとともに、原子炉補助建屋側面に接続口（２箇所）を設置し、電源車からの電源ケー
ブルを接続することで蓄電池や計器用電源等への電源供給を可能とした。

③既存の所内電気設備が使用できない場合を想定して、空冷式非常用発電装置から恒設代替低圧注水ポン
プ等の重要機器に直接給電を可能にするため、代替所内電気設備（高圧分岐盤、分電盤、補機切替盤等）
を設置した。

：新規設置

外部電源５回線（500kV：4回線、77kV：1回線）
＜電源車：3台＞

＜遠隔操作盤＞

＜屋外電源接続盤：2箇所＞

＜空冷式非常用発電装置：2台＞
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図－９ 重大事故対策（電源の確保：直流電源）

【工事概要】

①蓄電池（２系列）について、全交流電源喪失時に原子炉の冷却等に必要な負荷に24時間以上電源供給を可能

とするために容量の増強を行った。（蓄電池容量：1400→2400Ah（２系列とも））

②全交流電源喪失時における原子炉の冷却等に不要な負荷のうち、速やかに切り離す必要がある負荷を遠隔に

て切り離すための操作盤を中央制御室に設置した。

③直流電源系統が機能喪失した場合を想定して、加圧器逃がし弁を作動させるための電磁弁に直流電源を供給

するため、専用の可搬式バッテリを配備した。
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図－１０ 冷却機能の確保（炉心・格納容器の冷却）

【工事目的】
①電源が喪失した場合においても、原子炉および格納容器スプレイの注水を可能とするため、可搬式および

恒設の代替低圧注水ポンプを設置した。
②原子炉補機冷却水系統が機能喪失した場合においても、ポンプ自身の吐出水によりモータ等を冷却する

（自己冷却）ため、ポンプ自身の吐出水を冷却水として供給するための分岐配管等を設置した。
③復水タンクから燃料取替用水タンクへの移送配管およびポンプを設置した。

＜電源車＞＜可搬式代替低圧注水ポンプ：3台＞
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Ｍ
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Ｐ
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補給用移送ポンプ：1台＞
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図－１１ 自主的対応工事等
（使用済燃料ピットの監視強化、外部電源受電設備の浸水対策、代替水源の確保）

【工事概要】

①使用済燃料ピットの監視強化のため、広域水位計（電波式）を増設するとともに、監視カメラを設置した。
②予備変圧器から安全系母線給電ルート上に設けられているバスダクトをケーブルに取り替えるとともに、ケーブ

ル接続部の防水処理を行った。
③消火水バックアップタンク等に替わる水源確保の観点から、３、４号機背後斜面の湧水排出トンネル内に湧水を

堰き止めて淡水貯水槽を設置し、３、４号機共用の水源とした。

④

＜淡水貯水槽＞
（3,4号背後斜面湧水排出トンネル）

既補給用ラインが使用できない場合、
淡水貯水槽から仮設消防ポンプを使用し
復水タンク、使用済燃料ピットへ補給する。

復水タンク
使用済燃料ピットへ

【使用済燃料ピットの監視強化】

工事概略図

【代替水源の確保】
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【外部電源受電設備の浸水対策】
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